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12月17日（木）、長野県庁において、2020年度「長
野県政への要請書」を阿部知事に提出した。要請項
目は、各職場・地域から寄せられた働く者の声を政策
委員会において取りまとめた「県政への要求と提言」
に基づき、県庁の各部局へ提出した内容を精査したう
えで、コロナ禍における「雇用・暮らし・産業の底上げ」を
中心とし、10項目にわたり提言した。

冒頭、根橋会長
のあいさつでは、「新
型コロナウイルス感
染拡大が続く中、感
染対策と経済対策
の両立による影響
は、働く者の生活基

盤を脅かしており、生活困窮・事業継続危機・
雇用危機へ迅速で継続的な対応が求められる。
命と雇用・生活を守る対策を速やかに講じてい
くとともに、中長期的な視点で事業や地域社会
の在り方についても必要な施策を打ち出し、誰
一人取り残さない社会を実現することが不可欠
である」と、2021年度予算への反映を求めた。

続いて、西澤副会長より要請書の主旨説明
を行い、その後、具体的な意見交換を行った。

雇用の維持・創出や適性な労働条件、就労
支援、雇用のミスマッチ対策、医療や介護に従
事する方々への施策や、誹謗中傷の取り組み

（シトラスリボンプロジェクト）、
中小企業への支援策、取
り引きの適正化、カスタ
マーハラスメント、テレワーク
を導入する企業への長時
間労働の未然防止策周

知など多岐にわたり活発な意見交換を行った。
最後に、阿部知事から、「いただいた要請項目は

年度内での予算措置を考えていきたい。長野県と
しても迅速に対応するとともに、国に対しても様々な
支援策を要望していく。これからも働く皆さんの声を
どんどん伝えていただきたい。」と、要請内容を踏ま
えた対策の検討を前向きに進める考えが示された。

連合長野としては、今回の県政要請・知事懇
談内容について、次年度の行政施策への反映
を確認していくとともに、より一層、県内全域へ
の拡げるため、構成組織・地域協議会はもとより、
推薦議員などとともに、各地域・市町村における

「豊かに生きる」取り組みへとつなげていく。

阿部知事に「長野県政への要請」を提出！阿部知事に「長野県政への要請」を提出！

フェイスブック　https://www.facebook.com/rengonagano/

あいさつする根橋会長

あいさつする阿部知事

主旨説明をする西澤副会長



12月5日（土）、連合長野青年
委員会は松本市勤労者福祉セン
ターにて第31回定期総会を開催
した。今年は、新型コロナウイルス
感染症拡大防止への対策として、
当日の参加者を新旧役員に限定

し、ご参加いただけなかった構成組織の皆さまには総
会開催後、ＹｏｕＴｕｂｅにおいて発信する動画を視聴す
る形式とした。また会場内のソーシャルディスタンスやア
ルコール手指消毒、受付時の検温の実施、マスク着用
など出席者のご協力もいただいた。

冒頭、川阪 竜也青年委員会委員長（自治労）から
挨拶があり、続いて高橋 和裕副会長（青年委員会担
当役員，ＪＰ労組）から、新型コロナウイルス感染症が拡
大している中での2021春季生活闘争や若い世代の
政治への関心についてお話いただき「全ての働く仲間、
生活者の身近な存在として助けが必要な時に寄り添
い、共に進み頼りとなる拠り所へと飛躍していく。皆さん
も活発な議論をお願いしたい」と呼びかけがあった。

その後、 召田 恵津子青年委員会副委員長（電機
連合）から2020年度の活動を報告し、川阪委員長より
2021年度活動方針として「職場や地域を越えた交流
の推進、労働組合への参加強化、政治・政策に対する
意識の醸成等をテーマに、連合長野青年委員会の役
割を意識した活動を積み上げていく」こととあわせて、

「誰もが参加しやすい青年委員会をめざすとともに、更
なる女性参画促進についても検討を進める」ことを提
案し、確認された。新役員体制では、川阪 竜也委員長

（自治労・再任）と武田 駿事務局長（ＪＰ労組・新任）を

はじめとする役員10名（女性
1名を含む）が確認され、新年
度の活動がスタートした。

総会後は、長野県ＮＰＯセン
ターＳＤＧｓ de地方創生公認ファ
シリテーター  小林 達矢氏を講
師にお招きし、ＳＤＧｓと地方創生を考えるカードゲーム学習
会を行った。参加者は、グループごとに、主に予算を分配
する行政プレイヤーと、様 な々想いを持ってまちに暮らす住
民プレイヤーに分かれ、活動の中から得られる人脈を活か
しながら、企業誘致や子育て支援策など様 な々プロジェクト
を実行し、20年後も豊かに過ごせるまちづくりをめざした。

終了後、参加者からは、「ＳＤＧｓに対する意識、考え
方について認識できた」「ＳＤＧｓは聞いたことはあった
が詳細を知ることができ非常に参考になった」「プロ
ジェクトを成功させるための他者との協調性の必要さを
感じた」などの感想が寄せられ、一人ひとりの行動はも
とより、チームを超えた全体での連携協力も重要である
ことを感じることができた。

連合長野青年委員会では、ＳＤＧｓについて、今回
の学習会をきっかけにしてさらに理解を深め、次年度
の活動に活かしていく。

青年委員会第31回定期総会・学習会を開催

挨拶する川阪青年員会委員長 挨拶する高橋副会長
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12月24日（木）、長野県労働会館において、各地協よ
り議長・事務局長に参集いただき、今年度第１回目の議
長・事務局長会議を開催した。ソーシャルディスタンス、３
密の回避、喚起の実施、マスク着用・アルコール手指消
毒など、新型コロナウイルス感染症への対策を講じたう
えで、開催した。

根橋会長より、「新型コロナウイルスにより、労働運動
にも大きな変化が求められている。一方で、地域社会に
目を向ければ、不安や困難を抱えている人は少なくない。

『職場や地域で働く者の頼りになる存在』への潜在的
なニーズは一層高くなっている。決して不安が不安を呼
ぶという状況に埋没させてはならないことを確認し合い、

『連合にしかできないこと』『連合地協だからこその取り
組み』を積み上げていこう」と、地域運動の重要性を強
調するとともに、地協運動・地協運営の要である議長・
事務局長へ期待を送った。

連合長野より、2021年度運動方針、個別課題として
の、政策制度実現の取り組み、クラシノソコアゲ！連合長
野アクション、春季生活闘争、各担当者より取り組み説
明と課題を提起し、全体の意見交換を行った。

その後、議長グループ・事務局長グループに分かれ
て、幹事会運営の工夫や発信力の強化、社会対話、
地域の関係団体との連携など、日ごろの悩みの共有と
あわせて、連合長野への意見や要望など、活発に情報
交換を行うことができた。

2021年度の各種集会・会議も、新型コロナウイルス
感染症の影響により、開催方法の見直しや、代替措置、
出席者の範囲の検討や効率良い運営など、様々な対
応が求められる。関係団体との連携を強化することとあ
わせ、連合長野運動・地域運動の社会的な対話を中
心軸においた運動を全地協一丸となって展開していく。

2021年度第1回議長・事務局長会議を開催
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12月16日（水）、長野県自治会館において、連合本部
と連合長野の総対話活動を実施した。これは、連合本
部と51の構成組織と、47の全地方連合会による対話活
動の一環で、2018年に引き続き、2回目の開催である。

連合本部からは、神津会長・山本副事務局長・川島
総合局長・河野局長が出席、連合長野からは、根橋会
長はじめ副会長、執行委員・地協役員総勢35名が出席
し、Ｗｅｂによる意見交換を実施した。

冒頭、両会長のあいさつでは、「コロナ禍においては、
立場の弱い方や雇用が不安定な方へのしわ寄せが大き
く、また、産業によって影響に偏りも生じている。連合のめ
ざす『働くことを軸とする安心社会』の実現や、『連合ビ
ジョン～まもる・つなぐ・創り出す～』に示している政策が
実現していれば、ここまでの問題や社会の矛盾は顕在
化しなかったと強く感じる。社会の脆弱性を克服し、持続

性のある包摂的な社会をつ
くっていく。一方で、withコロ
ナにおけるニューノーマルか
らは、我々の運動や政策に
ついて、新しい気づきや発
見を得られることも多い。今
回の意見交換を通じて、こ
れからの社会を展望できる
よう、連合の政策制度に反
映していきたい」となど、総
対話に向けた課題を提起
いただいた。

続いて、連合本部
から、コロナ禍におけ
る雇用・生活対策、政
策実現について、法
制面と運動面より提
起いただき、連合長
野からは、台風19号災害の復旧・復興の取り組みや、コ
ロナ禍における雇用・生活・経済面など、この間の取り組
みについて、地域における行労使および関係団体との
連携の重要性など今後の課題を提起した。

その後の意見交換では、出席者から、各構成組織・産
業における実態や働く者の声より、非正規で働く労働者の
同一賃金・同一労働や均等待遇の実現、新たな仲間づく
り、エッセンシャルワーカーの皆さんの処遇改善、地域公共
交通、外国人技能実習生、就労支援、マッチングなどにつ
いて、様々な視点から連合本部の政策への反映を求めた。

今回の意見に対し、「一つひとつの建設的な問題提
起は全てが宝になる」と連合本部も受け止めていただい
ている。それぞれの役割意識を高め、丁寧かつ大胆な
議論を行い、

「すべての
働く者の幸
せをめざす
運動」への
扉を切り拓
いていこう。

連合本部─連合長野の対話活動を実施！
～連合総対話活動（第２弾）～


